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国立大学法人東京農工大学



国立大学法人東京農工大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額
差　額

（決算-予算）
備考

収入

　運営費交付金 6,402 7,269 867 （注１）

　　うち補正予算による追加 10 10 0

　施設整備費補助金 910 156 △ 754

　　うち補正予算による追加 543 2 △ 541

　船舶建造費補助金 0 0 0

　施設整備資金貸付金償還時補助金 0 0 0

　補助金等収入 334 770 436 （注３）

　国立大学財務・経営センター施設費交付金 36 53 17 （注４）

　自己収入 3,873 3,678 △ 195

　　　授業料，入学料及び検定料収入 3,375 3,161 △ 214 （注５）

　　　附属病院収入 0 0 0

　　　財産処分収入 0 0 0

　　　雑収入 498 517 19 （注６）

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,312 2,865 553 （注７）

　引当金取崩 3 6 3 （注８）

　長期借入金収入 0 0 0

　貸付回収金 0 0 0

　目的積立金取崩 0 223 223 （注９）

計 13,870 15,020 1,150

支出

　業務費 10,207 10,444 237

　　　教育研究経費 10,207 10,444 237 （注10）

　　　　うち設備災害復旧事業 9 7 △ 2 （注11）

　　　診療経費 0 0 0

　　　　うち設備災害復旧事業 0 0 0

　施設整備費 946 209 △ 737

　　　　うち施設災害復旧事業 543 29 △ 514

　船舶建造費 0 0 0

　補助金等 334 763 429 （注13）

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,312 2,762 450 （注14）

　貸付金 0 0 0

　長期借入金償還金 71 71 0

　国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 13,870 14,249 379

収入－支出 0 771 771

平成２３年度　決算報告書（補正予算有）

（注２）

（注12）



（注１） 運営費交付金については、業務達成基準適用事業等に係る運営費交付金債務の繰越により、予算額に比し
て決算額が８６７百万円多額となっています。

（注２） 施設整備費補助金については、科学博物館改修事業、学生支援センター改修事業及び総合研究棟（農学
系）改修事業が翌年度に繰越となったため、予算額に比して決算額が７５４百万円少額となっています。

（注３） 補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国及び独立行政法人等の補助金の獲得に務め
たため、予算額に比して決算額が４３６百万円多額となっています。

（注４） 国立大学財務・経営センター施設費交付金については、平成２３年度補正予算による交付を受けたため、
予算額に比して決算額が１７百万円多額となっています。

（注５） 授業料，入学料及び検定料収入については、平成２４年度入学者に係る授業料の前納を行わないこととし
たため、予算額に比して決算額が２１４百万円少額となっています。

（注６） 雑収入については、職員宿舎貸付料収入、家畜治療収入及び病理組織検査収入等により、予算額に比して
決算額が１９百万円多額となっています。

（注７） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国及び民間等からの受託研究及び共同研究の獲得に努
めたため、予算額に比して決算額が５５３百万円多額となっています。

（注８） 引当金取崩については、予算段階では予定していなかった退職等が生じたため、予算額に比して決算額が
３百万円多額となっています。

（注９） 目的積立金取崩については、新総合会館新営事業に前年度から繰り越した目的積立金を充てたため、予算
額に比して決算額が２２３百万円多額となっています。

（注10） 業務費については、新総合会館の竣工及び予算段階では想定していなかった自己都合による退職者が出た
ため、予算額に比して決算額が２３７百万円多額となっています。

（注11） 設備災害復旧事業については、部品調達の遅れによる事業遅延により、予算額に比して決算額が２百万円
少額となっています。

（注12） 施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が７３７百万円少額となっ
ています。

（注13） 補助金等については、（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が４２９百万円多額となって
います。

（注14） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注７）に示した理由により、予算額に比して決算
額が４５０百万円多額となっています。なお、支出額のうち前年度からの繰越額に係る分は３００百万円
となります。

○予算と決算の差異について


